
２０２４ 日本陸上競技連盟公認審判員 講習会のご案内 

 

(１)日時 令和６年４月６日（土）９：３０～ 

(２)場所 橿原陸上競技場 役員室 

(３)案件 ①公認審判員の登録について  

※審判講習会までに登録お願いします。ご質問のある方は審判講習会にてお願いします。 

 

日本陸上競技連盟に登録、入金を行ってください。 

奈良陸協 HP（登録について）にしたがってお願いします。 

 

                  ↓ 

 

奈良陸上競技会への登録をこちらの QR から入力をお願いします。 

https://docs.google.com/forms/d/1TTBoZNQKLNd4oRcmti0R2o5TqgzzqY5c9_o_MKRVc

VA/edit 

 

 

 

 

 

 

 

                   ↓ 

登録完了 

       

②陸上年鑑の配布ならびに審判手帳への押印 

 

③ルール改正について 

       2024 年度 日本陸上競技連盟競技規則 修改正案＜2024.2.18＞ 

https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202402/26_143117.pdf 

 

 

 

 

 

 

日本陸上競技連盟 全国競技運営責任者会議 議事録 

https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202402/26_143131.pdf 

 

 

 

 

2024 主なルール改正 

      ア ＜シューズ規制＞  

2024.11.1 より８００以上のトラック競技、三段跳も２０ｍｍに規制 

ソール最大の厚さについて 2024.11.1 より 

https://www.jaaf.or.jp/pdf/about/rule/2023/TR9.pdf 
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https://docs.google.com/forms/d/1TTBoZNQKLNd4oRcmti0R2o5TqgzzqY5c9_o_MKRVcVA/edit
https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202402/26_143117.pdf
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      イ ＜フィールド競技での録画再生機器や録画映像＞ 

       提供する者のすぐ近くの位置であれば競技区域内に持ち込むことが認められる。 

       

ウ ＜８レーンのトラックの場合のシードレーン＞ 

        直線種目 

         上位グループ ３・４・５・６レーン 

         中位グループ ２・７レーン 

         下位グループ １・８レーン 

        ２００ｍ競争 

         上位グループ ５・６・７レーン 

         中位グループ ３・４・８レーン 

         下位グループ １・２レーン 

        ４００ｍ競争・８００ｍ競争・リレー競争 

         上位グループ ４・５・６・７レーン 

         中位グループ ３・８レーン 

         下位グループ １・２レーン 

 

      エ ＜スタート時＞ 

 そもそもスタートは、 

 • 競技者が信号器の発射音を聞いてから、開始する。 

 • TR16.7（参考） 競技者は最終の用意の姿勢をとった後、信号器の発射音を聞くまでスタートを開

始してはならない。競技者が少しでも早く動作を開始したとスターターが判断した時は、不

正スタートとなる。 

TR16.5.3 修改正について  

• 「On your marks または Set の合図の後、音声や動作、その他の 方法で他の競技者を妨害し、そ

の結果、その選手が不正スタートを生じさせた時」YC が発出される。 

 

したがって 

・「お願い押します」と声を発する。OK 

・局所的な動き（ピクや微細な動き）があっても静止を確認し、号砲する。 

・ただし、上記の動きが他の選手の不正スタートを誘発した時は YC を発出。 

  （3 レーンの選手がピク、４レーンの選手がつられて号砲前に飛び出した。 

同時に７レーンの選手も号砲前に飛び出した） 

 →３レーンの選手に YC を発出しリスタート。 

 →３レーンの選手に YC を発出し、７レーンの選手を不正スタートで失格。 

 →その他のパターンあり。 

 

リコールされるスタート 

①不正スタートがあったとき 

②ある競技者が動き、他の競技者の不正スタートを生じさせたとき  

③オートリコールが作動したとき 

④外的要因があったとき 

 


